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アジェンダ

01 前回のおさらい

・Amazon Bedrock Agent Coreとは

・Runtime / Memory / Identity / Policy

サービス説明

・Gateway / Observability / Evaluations

Code Interpreter / Browser

03 まとめ

02
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本解説について

◼ 目的

⚫ AgentCoreの各サービスの役割についてイメージを持っていただくこと

⚫ AgentCoreの各サービスの使い方の流れを知っていただくこと

◼ 扱わないこと
⚫ エージェントの実装

► ローカルで動くエージェントができたという段階から説明します

► 一部エージェントの実装が登場しますがAgentCoreサービスに関わりがある部分のみを扱
います

⚫ 詳細なコードの解説

► サービスの利用の流れの説明に用いますが技術的な詳細には踏み込みません
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前回のおさらい
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Amazon Bedrock AgentCore

► AIエージェントを構築・展開・運用するためのフルマネージド型プラットフォーム

► インフラ管理不要（サーバーレス）

► フレームワーク非依存（Strands Agents、LangGragh、CrewAIなど）
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AgentCore と Strands Agentsとの関係

AgentCore : エージェントが稼働する基盤

Strands Agents : エージェントのSDK
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Runtime / Memory

Runtime（実行環境） Memory（記憶）

► エージェントの実行環境を提供する
サーバーレス基盤

► コンポーネントを柔軟に変更可能
► セッションごとの実行環境分離による

リスク軽減

► エージェントに「記憶」を持たせる機能
► 短期記憶（会話履歴）と

長期記憶（事実の蓄積）を管理
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Identity / Policy

Identity（認証・認可） Policy（ガードレール）

► エージェントのアイデンティティ管理
► ユーザーまたはエージェント自身の

代理として権限を管理

► エージェントのアクション境界線を定義し、
情報漏洩を防止

► ルールベースで早く、正確に防御
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Amazon Bedrock AgentCore

Gateway
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Amazon Bedrock AgentCore Gateway

► 外部ツールへの接続ハブ

► 既存のLambda、API、SaasなどをMCP互換のツールに変換するサービス

Runtime

エージェント Gateway

Remote

MCP Server

Lambda

API

SaaS

/mcp

ツールとして呼び出す
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Gatewayの役割

一言で言うと

エージェントと外部システムを一元的に管理すること
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Gateway有無の違い

Runtime

Lambda

API

SaaS

Runtime

Lambda

API

SaaS

Gatewayを使わない Gatewayを使う

Gateway

Gatewayを挟む分

複雑になる気が。。。
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Gatewayを使わない場合

Gatewayがなくても、LambdaやSaaSなどの呼び出しは可能

Runtime

エージェント

Lambda

API

SaaS

問題なく外部ツールの呼び出し可能

各種ツール呼び出す



SCSK Blue

R26 G39 B146

Gray

R159 G160 B160

R0 G166 B203

R219 G54 B141

R240 G131 B0

R124 G189 B39

R41 G128 B196

R145 G93 B163

R190 G138 B43

R39 G178 B141

R255 G219 B70

R224 G54 B87

R77 G191 B216

R228 G127 B176

R247 G170 B83

R169 G208 B107

R122 G162 B214

R176 G139 B190

R211 G172 B100

R135 G202 B178

R255 G231 B135

R239 G165 B164

R0 G140 B170

R182 G42 B118

R199 G107 B0

R102 G158 B29

R32 G106 B164

R121 G75 B136

R158 G114 B32

R28 G149 B118

R229 G197 B63

R186 G41 B71

R172 G220 B234

R241 G189 B214

R250 G208 B158

R210 G230 B174

R187 G204 B233

R209 G190 B220

R224 G207 B189

R194 G226 B210

R255 G242 B194

R245 G201 B191

13Copyright © SCSK Corporation

Gatewayを使わない場合

呼び出したい外部ツールの数がどんどん増えていった場合は？

（100個のツールを利用したい）

Runtime

エージェント

Lambda

API

どのツールが適切？

外部ツールの数だけ

Agent側の

ソースコードに追加？

運用負荷 ↑
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どうやって運用負荷を軽減する？

ツールを増やすたびにAIエージェント

側のソースコード修正したくない。。。
エージェントが適切なツール

選択できるの？

Gatewayが解決
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Gateway有無の違い

Runtime

Lambda

API

SaaS

Runtime

Lambda

API

SaaS

Gatewayを使わない Gatewayを使う

Gateway
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Gatewayを使う場合

外部ツールへの接続は必ずGatewayを通す

Runtime

エージェント Gateway

・Gateway登録されたツールの情報同期

・「Semantic Search」で適切なツールを

見つける

中央集権的に管理
・
・
・
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Gatewayに登録されているツールの同期方法

Strands Agents

・list_tools_syncメソッド

・Gateway に登録済みツールを取得

Gateway

登録されている
ツールを取得
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Gatewayの作成方法

AgentCore CLI

① Gatewayの作成 `create-mcp-gateway`

② Gateway ターゲットの作成 `create-mcp-gateway-target`

（Lambda、openApiSchema、mcpServer、smithyModel)

Gateway①

②
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Gatewayまとめ

Gatewayとは

► 外部ツールへの接続ハブ

► 既存のLambda、API、SaasなどをMCP互換のツールに変換するサービス

メリット

► Gatewayに登録するだけで、エージェントからツールを利用可能

► セマンティック検索で効率的にツールを選択可能

※利用するツールの数が少なければ無理に利用する必要はない

あくまでオプション的な立ち位置ではあるが、ツール数が増えることを見込まれるのであれば

導入を検討すべき
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Amazon Bedrock AgentCore

Observability
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Amazon Bedrock AgentCore Observability

► AIエージェントのパフォーマンスのトレース、デバッグ、監視を支援するサービス

► CloudWatchにメトリクス / スパン / ログを蓄積

Runtime

CloudWatch
Gateway

Memory

Identity

Build in tools

Policy
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Observability
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Amazon Bedrock AgentCore Observability

► OpenTelemetry (OTEL) 互換形式でテレメトリデータを出力

既存のモニタリングおよびオブザーバビリティスタックと簡単に統合

► CloudWatchに連携されたデータは、ダッシュボード上で確認可能

CloudWatch
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Observability

メトリクスなどを連携

ダッシュボードで確認



SCSK Blue

R26 G39 B146

Gray

R159 G160 B160

R0 G166 B203

R219 G54 B141

R240 G131 B0

R124 G189 B39

R41 G128 B196

R145 G93 B163

R190 G138 B43

R39 G178 B141

R255 G219 B70

R224 G54 B87

R77 G191 B216

R228 G127 B176

R247 G170 B83

R169 G208 B107

R122 G162 B214

R176 G139 B190

R211 G172 B100

R135 G202 B178

R255 G231 B135

R239 G165 B164

R0 G140 B170

R182 G42 B118

R199 G107 B0

R102 G158 B29

R32 G106 B164

R121 G75 B136

R158 G114 B32

R28 G149 B118

R229 G197 B63

R186 G41 B71

R172 G220 B234

R241 G189 B214

R250 G208 B158

R210 G230 B174

R187 G204 B233

R209 G190 B220

R224 G207 B189

R194 G226 B210

R255 G242 B194

R245 G201 B191

23Copyright © SCSK Corporation

取得できるテレメトリデータ

1. トレース

エージェントの実行経路全体

2. スパン

各処理ステップの詳細情報

3. メトリクス

トークン使用量、レイテンシー、エラー率など

4. ログ

アプリケーションログ、標準出力、エラーログなど
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セッション・トレース・スパンの関係

・エージェントとの会話全体

・初期化から終了までの完全な

コンテキスト

・複数のやり取りにまたがる

（複数のリクエストとレスポンス）

・エージェントへの1回のリクエスト

・1回のリクエスト・レスポンスの

サイクル

・ユーザーの発話ごとに

複数のトレース

・トレース内の個別の処理

例） 「ユーザー入力の解析」 「プロンプトの処理」 「LLMの呼び出し」 「ツールの実行」な

ど
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CloudWatchコンソール（機能）
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CloudWatchコンソール（セッション）

・sessionは2つ

・各セッションに1つのトレース
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CloudWatchコンソール（トレース）

・traceは2つ

・各トレースに9つのスパン
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ここまでのセッション・トレース・スパンの図解

スパン1 スパン2 スパン9・・・

セッション: cd29... 

トレース： 6981f..

セッション : トレース : スパン

1 1 9
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CloudWatchコンソール（トレース）

トレース内の詳細なイベントの確認ができる

処理フローが可視化

各イベント内容の詳細

スパン・処理時間等が表示
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CloudWatchコンソール（トレース）

ツリー表示 タイムライン表示

トレースの表示方法は2種類



SCSK Blue

R26 G39 B146

Gray

R159 G160 B160

R0 G166 B203

R219 G54 B141

R240 G131 B0

R124 G189 B39

R41 G128 B196

R145 G93 B163

R190 G138 B43

R39 G178 B141

R255 G219 B70

R224 G54 B87

R77 G191 B216

R228 G127 B176

R247 G170 B83

R169 G208 B107

R122 G162 B214

R176 G139 B190

R211 G172 B100

R135 G202 B178

R255 G231 B135

R239 G165 B164

R0 G140 B170

R182 G42 B118

R199 G107 B0

R102 G158 B29

R32 G106 B164

R121 G75 B136

R158 G114 B32

R28 G149 B118

R229 G197 B63

R186 G41 B71

R172 G220 B234

R241 G189 B214

R250 G208 B158

R210 G230 B174

R187 G204 B233

R209 G190 B220

R224 G207 B189

R194 G226 B210

R255 G242 B194

R245 G201 B191

31Copyright © SCSK Corporation

Observabilityの設定

► opentelemetry-instrumentによりエージェントを起動

► 自動で計測される

ローカルでの確認 DockerFile記載
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Observabilityまとめ

Observabilityとは

► AIエージェントのパフォーマンスのトレース、デバッグ、監視を支援するサービス

► CloudWatchにメトリクス / スパン / ログを蓄積

メリット

► 処理時間や各トレース・スパンの詳細を確認することができ、

どこがボトルネックになっているかを確認できる

ブラックボックス化しやすいエージェントを可視化できる
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Amazon Bedrock AgentCore

Evaluations
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Amazon Bedrock AgentCore Evaluations

► AIエージェントのパフォーマンスを自動測定し

品質基準への適合を確認するサービス

エージェント Gatewayユーザー

AgentCore

Evaluationsってなに？

AWS Knowledge

MCPを使おう！

AWS 

Knowledge

MCP
AgentCore

Evaluationsとは・・・

評価軸に基づいて評価
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Amazon Bedrock AgentCore Evaluations

► Strands、 LangGraph と OpenTelemetry 経由で統合

► LLM as a Judgeによる エージェントの自動評価

► 評価指標

組み込み （公開）

カスタム （非公開）

► 評価モード

オンライン評価

オンデマンド評価
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評価指標

組み込み カスタム

► LLMを判定基準として

エージェントのパフォーマンスを評価

► 事前定義されており

全ユーザー利用可能

► ユーザー側で設定の変更はできない

► LLMを判定基準と活用しつつ

評価プロセスを設定可能

► より柔軟な評価を実現

► 下記の場合に役立つ

・ドメイン固有のエージェント評価

・独自の品質基準を適用

・特殊なスコアリングシステム
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評価モード

Online

► リアルタイムでエージェント品質を

継続的にモニタリング

► サンプリング率を設定

► 結果はCloudWatchに自動連携

On-demand

► 特定のセッションやシナリオを即座に評価

► CLI / SDK(Starter Toolkit）から

実行可能

► 開発ループの高速化（修正 → 即評価）

例）サンプリング率を10%に設定 例）CLIから実行
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オンライン評価のセットアップ

１ データソースの設定

・エージェントのエンドポイント

・CloudWatch

２ 評価指標の選択

・最大10個までの指標を選択可能

3 サンプリング・フィルターの設定

※2026年3月5日時点では、ap-northeast-1ではまだ利用できない点に注意

・評価対象のフィルタリング

・全トラフィックを評価するか、サンプリング率（例: 10%）を指定
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オンデマンド評価の実行

--sessionid：評価対象のセッションID

--evaluator： 評価指標

評価指標

 コア

説明

Starter Toolkit の`eval`コマンドでオンデマンド評価

コマンド

評価実行結果の一部
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Evaluationsまとめ

Evaluationsとは

► AIエージェントのパフォーマンスを自動測定し

品質基準への適合を確認するサービス

► 評価指標

組み込み / カスタム

► 評価モード

オンライン評価 / オンデマンド評価

「なんとなく動いている」 状態から 「数値で保証できる」 状態へ
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Amazon Bedrock AgentCore

Code Interpreter
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Amazon Bedrock AgentCore Code Interpreter

生成AIが生成したコードを外部の安全な環境で実行するための機能

► 組み込みツール（Built-in Tools）の一つ

► AIが生成したコードを完全に隔離されたサンドボックスで安全に実行
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対応言語とプリインストールライブラリ

対応言語

► Python

► JavaScript

► TypeScript

ライブラリ

► データサイエンス系

numpy, pandasなど
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ファイル処理能力と実行時間

インラインアップロード： 最大 100MB

S3経由： 最大 5GB

ギガバイトクラスのデータ処理が可能

ファイル 入出力

デフォルト: 15分

最大: 8時間

非同期の長時間実行に対応

実行時間

Session State: セッション内でファイルや変数を保持し、対話的な分析が可能
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サンドボックスによるセキュリティと分離

呼び出し

Runtime

エージェント

Code Interpreter

コード実行

► 完全に独立した環境でコード実行

► 実行環境のクラッシュやエラーは、Runtime側に一切影響を与えない

Runtime側に影響与えない
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実装例

https://docs.aws.amazon.com/bedrock-agentcore/latest/devguide/code-interpreter-using-strands.html
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Code Interpreterまとめ

Code Interpreterとは

► 生成AIが生成したコードを外部の安全な環境で実行するための機能

► 対応言語

Python / JavaScript / TypeScript

► 最大 5GBのファイル処理能力

► 最大 8時間の実行時間
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Amazon Bedrock AgentCore

Browser
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Amazon Bedrock AgentCore Browser

生成AIがWebアプリケーションと対話し、フォーム入力、サイトナビゲーション、

情報抽出を行うための高速でセキュアなクラウドベースの実行環境

► 組み込みツール（Built-in Tools）の一つ

► Playwright や Browser Use などの人気フレームワークに対応

► フォーム入力、ボタンクリック、データ抽出が可能
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オブサーバビリティ: エージェントの視界を共有

ブラックボックス化しがちなAIの挙動を、リアルタイムの映像やログで可視化
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ブラウザプロファイルによる認証情報の共有

複数のブラウザセッション間で認証状態（ログイン情報やCookieなど）を保存・再利用する

ための機能

► セッション設定時間の短縮

► 認証の自動化

► 状態の継続性

※ 並列実行は可能だが各セッションは独立 / 保存は明示実行 / Cookie期限切れは引き継げない
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実装例

レコーディング保存用のS3バケットの作成

レコーディング保存用のフォルダ作成
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実装例

Browserが利用するIAMロールの作成

► レコーディング保存用S3への権限

► CloudWatchの権限

Bedrock AgentCoreに対して

AssumeRole権限
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実装例

Browserツールの作成

「記録を有効にする」を選択することで

s3にレコードが連携

1 2

3
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実装例

コード例

SCSKが取り組んでいる生成AI活用についてホームページから情報を取得してもらう
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実装例

録画が作成されている

「録画を表示」を選択することで

録画を確認可能

※リアルタイムでの確認の場合は「Live View」と表示



SCSK Blue

R26 G39 B146

Gray

R159 G160 B160

R0 G166 B203

R219 G54 B141

R240 G131 B0

R124 G189 B39

R41 G128 B196

R145 G93 B163

R190 G138 B43

R39 G178 B141

R255 G219 B70

R224 G54 B87

R77 G191 B216

R228 G127 B176

R247 G170 B83

R169 G208 B107

R122 G162 B214

R176 G139 B190

R211 G172 B100

R135 G202 B178

R255 G231 B135

R239 G165 B164

R0 G140 B170

R182 G42 B118

R199 G107 B0

R102 G158 B29

R32 G106 B164

R121 G75 B136

R158 G114 B32

R28 G149 B118

R229 G197 B63

R186 G41 B71

R172 G220 B234

R241 G189 B214

R250 G208 B158

R210 G230 B174

R187 G204 B233

R209 G190 B220

R224 G207 B189

R194 G226 B210

R255 G242 B194

R245 G201 B191

57Copyright © SCSK Corporation

実装例

録画の確認
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Browserまとめ

Browserとは

► 生成AIがWebアプリケーションと対話し、フォーム入力、サイトナビゲーション、情報抽出を行う

ための高速でセキュアなクラウドベースの実行環境

► ブラウザプロファイルによって認証情報の共有が可能

► Live View / 録画機能により、エージェントのブラウザ操作を確認できる

► Strands SDKで簡単に実装できる
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まとめ
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各種サービスのまとめ （ 1 / 2 ）

Gatewayとは

► 外部ツールへの接続ハブ

► 既存のLambda、API、SaasなどをMCP互換のツールに変換するサービス

Observabilityとは

► AIエージェントのパフォーマンスのトレース、デバッグ、監視を支援するサービス

► CloudWatchにメトリクス / スパン / ログを蓄積



SCSK Blue

R26 G39 B146

Gray

R159 G160 B160

R0 G166 B203

R219 G54 B141

R240 G131 B0

R124 G189 B39

R41 G128 B196

R145 G93 B163

R190 G138 B43

R39 G178 B141

R255 G219 B70

R224 G54 B87

R77 G191 B216

R228 G127 B176

R247 G170 B83

R169 G208 B107

R122 G162 B214

R176 G139 B190

R211 G172 B100

R135 G202 B178

R255 G231 B135

R239 G165 B164

R0 G140 B170

R182 G42 B118

R199 G107 B0

R102 G158 B29

R32 G106 B164

R121 G75 B136

R158 G114 B32

R28 G149 B118

R229 G197 B63

R186 G41 B71

R172 G220 B234

R241 G189 B214

R250 G208 B158

R210 G230 B174

R187 G204 B233

R209 G190 B220

R224 G207 B189

R194 G226 B210

R255 G242 B194

R245 G201 B191

61Copyright © SCSK Corporation

各種サービスのまとめ （ 2 / 2 ）

Evaluationsとは

► AIエージェントのパフォーマンスを自動測定し、品質基準への適合を確認するサービス

Code Interpreterとは

► 生成AIが生成したコードを外部の安全な環境で実行するための機能

Browserとは

► 生成AIがWebアプリケーションと対話し、フォーム入力、サイトナビゲーション、情報抽出を行う

ための高速でセキュアなクラウドベースの実行環境
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オンデマンド評価の実行
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オンデマンド評価の実行
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オンデマンド評価の実行
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オンデマンド評価の実行
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Browser IAM Policy
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Observabilityのテレメトリデータをサードパーティに連携する方法

► ObservabilityはOTEL互換形式で出力される

► OTELフォーマットのデータ取り込みに対応している任意の監視・オブザーバビリティスタック

と簡単に統合可能

Datadog、 Elasticなど

サードパーティ製品へ連携する際の設定方法

エージェントの実行環境で以下の環境変数を設定
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